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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　再選択メッセージであって、
　　再選択のために考慮すべき、１つまたは複数の基本サービスセット（ＢＳＳ）候補の
識別子と、
　　再選択のために考慮すべきでない、１つまたは複数のＢＳＳ候補の識別子と、
　　前記ＢＳＳ候補の各々が選択に好ましい範囲を示す選好インジケータと、
　　ＢＳＳ候補が再選択のために考慮することができる期間を示す有効期限インジケータ
と、
　　ＢＳＳ候補上で行う、および再選択プロセスの一部として使用するべき測定の指示と
、
　　前記ＢＢＳ候補の測定値が現在選択されているＢＢＳについての対応する値を上回る
必要のあるマージンと
　を含む再選択メッセージを生成するように構成されているメディアアクセスコントロー
ル（ＭＡＣ）メッセージ生成器と、
　送受信機であって、
　　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）に前記再選択メッセージを送信し、および
　　前記ＷＴＲＵから、該ＷＴＲＵにより選択された対象のＢＳＳを示す再選択の応答メ
ッセージを送信するように構成されている送受信機と
　を備えたことを特徴とするアクセスポイント。
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【請求項２】
　前記再選択メッセージは、各ＢＳＳ候補の周波数チャネルを示していることを特徴とす
る請求項１に記載のアクセスポイント。
【請求項３】
　前記再選択メッセージは、ＢＳＳ候補ごとの負荷情報を示していることを特徴とする請
求項１に記載のアクセスポイント。
【請求項４】
　前記ＭＡＣメッセージ生成器は、ＭＡＣフレームに再選択メッセージを含めるようさら
に構成されたことを特徴とする請求項１に記載のアクセスポイント。
【請求項５】
　前記送受信機は、前記再選択メッセージの要求を受信するようにさらに構成されており
、前記ＭＡＣメッセージ生成器は、前記要求に応答して再選択メッセージを生成するよう
さらに構成されていることを特徴とする請求項１に記載のアクセスポイント。
【請求項６】
　再選択メッセージであって、
　　再選択のために考慮すべき、１つまたは複数のアクセスポイント（ＡＰ）候補の識別
子と、
　　再選択のために考慮すべきでない、１つまたは複数のＡＰ候補の識別子と、
　　前記ＡＰ候補の各々が選択に好ましい範囲を示す選好インジケータと、
　　ＡＰ候補が再選択のために考慮することができる期間を示す有効期限インジケータと
、
　　ＡＰ候補上で行う、および再選択プロセスの一部として使用するべき測定の指示と、
　　前記ＡＰ候補の測定値が現在選択されているＡＰについての対応する値を上回る必要
のあるマージンと
　を含む再選択メッセージを生成するように構成されているメディアアクセスコントロー
ル（ＭＡＣ）メッセージ生成器と、
　送受信機であって、
　　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）に前記再選択メッセージを送信し、
　　前記ＷＴＲＵから、該ＷＴＲＵにより選択された対象のＡＰを示す再選択の応答メッ
セージを送信するように構成されている送受信機と
　を備えたことを特徴とするアクセスポイント（ＡＰ）。
【請求項７】
　前記再選択メッセージは、各ＡＰ候補の周波数チャネルを示していることを特徴とする
請求項６に記載のＡＰ。
【請求項８】
　前記再選択メッセージは、ＡＰ候補ごとの負荷情報を示していることを特徴とする請求
項６に記載のＡＰ。
【請求項９】
　前記ＭＡＣメッセージ生成器は、ＭＡＣフレームに再選択メッセージを含めるようさら
に構成されたことを特徴とする請求項６に記載のＡＰ。
【請求項１０】
　前記送受信機は、前記再選択メッセージの要求を受信するようにさらに構成されており
、前記ＭＡＣメッセージ生成器は、前記要求に応答して再選択メッセージを生成するよう
さらに構成されていることを特徴とする請求項６に記載のＡＰ。
【請求項１１】
　再選択メッセージであって、
　　再選択のために考慮すべき、１つまたは複数の基本サービスセット（ＢＳＳ）候補の
識別子と、
　　再選択のために考慮すべきでない、１つまたは複数のＢＳＳ候補の識別子と、
　　前記ＢＳＳ候補の各々が選択に好ましい範囲を示す選好インジケータと、
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　　ＢＳＳ候補が再選択のために考慮することができる期間を示す有効期限インジケータ
と、
　　ＢＳＳ候補上で行う、および再選択プロセスの一部として使用するべき測定の指示と
、
　　前記ＢＢＳ候補の測定値が現在選択されているＢＢＳについての対応する値を上回る
必要のあるマージンと
　を含む再選択メッセージを受信するように構成されている送受信機と、
　前記ＷＴＲＵにより選択された対象のＢＳＳを示す再選択の応答メッセージを生成する
ように構成されているメディアアクセスコントロール（ＭＡＣ）メッセージ生成器と
　を備え、前記送受信機は、前記再選択の応答メッセージを送信するようにさらに構成さ
れたことを特徴とする無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１２】
　前記再選択メッセージは、各ＢＳＳ候補の周波数チャネルを示していることを特徴とす
る請求項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　前記再選択メッセージは、ＢＳＳ候補ごとの負荷情報を示していることを特徴とする請
求項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記再選択メッセージは、ＭＡＣフレームに含まれることを特徴とする請求項１１に記
載のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　前記送受信機は、前記再選択メッセージの要求を送信し、および前記要求に応答して前
記再選択メッセージを受信するように構成されることを特徴とする請求項１１に記載のＷ
ＴＲＵ。
【請求項１６】
　メディアアクセスコントロール（ＭＡＣ）メッセージであって、
　　再選択のために考慮すべき、１つまたは複数のアクセスポイント（ＡＰ）候補の識別
子と、
　　再選択のために考慮すべきでない、１つまたは複数のＡＰ候補の識別子と、
　　前記ＡＰ候補の各々が選択に好ましい範囲を示す選好インジケータと、
　　ＡＰ候補が再選択のために考慮することができる期間を示す有効期限インジケータと
、
　　ＡＰ候補上で行う、および再選択プロセスの一部として使用するべき測定の指示と、
　　前記ＡＰ候補の測定値が現在選択されているＡＰについての対応する値を上回る必要
のあるマージンと
　を含むＭＡＣメッセージを受信するように構成されている送受信機と、
　前記ＭＡＣメッセージを受信するように構成されているＭＡＣメッセージ受信機と
　を備え、前記送受信機は、前記無線局によって選択された対象のＡＰを示す再選択の応
答メッセージを送信するようにさらに構成されたことを特徴とする無線局。
【請求項１７】
　前記ＭＡＣメッセージは、各ＡＰ候補の周波数チャネルを示していることを特徴とする
請求項１６に記載の無線局。
【請求項１８】
　前記ＭＡＣメッセージは、ＡＰ候補ごとの負荷情報を示していることを特徴とする請求
項１６に記載の無線局。
【請求項１９】
　前記ＭＡＣメッセージは、ＭＡＣフレームに含まれることを特徴とする請求項１６に記
載の無線局。
【請求項２０】
　前記送受信機は、前記ＭＡＣメッセージの要求を送信し、前記要求に応答して前記ＭＡ
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Ｃメッセージを受信するようにさらに構成されることを特徴とする請求項１６に記載の無
線局。
【請求項２１】
　メディアアクセスコントロール（ＭＡＣ）メッセージであって、
　　再選択のために考慮すべき、１つまたは複数の基本サービスセット（ＢＳＳ）候補の
識別子と、
　　再選択のために考慮すべきでない、１つまたは複数のＢＳＳ候補の識別子と、
　　前記ＢＳＳ候補の各々が選択に好ましい範囲を示す選好インジケータと、
　　ＢＳＳ候補が再選択のために考慮することができる期間を示す有効期限インジケータ
と、
　　ＢＳＳ候補上で行う、および再選択プロセスの一部として使用するべき測定の表示と
、
　　前記ＢＢＳ候補の測定値が現在選択されているＢＢＳについての対応する値を上回る
必要のあるマージンと
　を含むＭＡＣメッセージを受信するステップと、
　前記ＢＳＳ候補リストを使用して、１つのＢＳＳを選択するステップと、
　前記選択されたＢＳＳを示す再選択の応答メッセージを送信するステップと
　を備えたことを特徴とする無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）で使用する方法。
【請求項２２】
　前記ＭＡＣメッセージは、各ＢＳＳ候補の周波数チャネルを示していることを特徴とす
る請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ＭＡＣメッセージは、ＢＳＳ候補ごとの負荷情報を示していることを特徴とする請
求項２１に記載の方法。
【請求項２４】
　前記ＭＡＣメッセージは、ＭＡＣフレームに含まれることを特徴とする請求項２１に記
載の方法。
【請求項２５】
　前記ＭＡＣメッセージの要求を送信するステップと、前記要求に応答して前記ＭＡＣメ
ッセージを受信するステップとをさらに備えたことを特徴とする請求項２１に記載の方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに関する。より詳細には、本発明は、複数のアクセスポイ
ント（ＡＰ）および１つの無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）を含む無線通信システムにお
けるＡＰの再選択に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般の無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）は、１つまたは複数の基本サービ
スセット（ＢＳＳ）を含む。ＢＳＳは、１つのＡＰを含み、少なくとも１つのＷＴＲＵが
そのＡＰに関連付けられている。一般に、複数のＢＳＳ（および従って複数のＡＰ）を備
えるシステムでは、ＷＴＲＵがどのＡＰに関連付けられているかにより、無線通信の品質
の間に大きな差が出てくる可能性がある。同様に、ＷＴＲＵにとって利用可能な無線リソ
ースは、ＷＴＲＵが関連付けられているＡＰに大きく依存する。システム容量は、システ
ム操作中に各ＷＴＲＵがどのＡＰに関連付けられるか、および再度関連付けされるかを管
理することによって最適化することができる。
【０００３】
　ＷＴＲＵとＡＰとの関連付けは、ＷＴＲＵがＷＬＡＮに接続されるとすぐに行われる（
すなわち最初の関連付け）。ＡＰ再選択は、最初の関連付けの後に行われ得る。ＡＰの再



(5) JP 4669548 B2 2011.4.13

10

20

30

40

50

選択には、一般に２つの理由がある。第１に、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが動いた結果として
、その時点で別のＡＰの方がより良いサービスを受けることができるようになっている場
合がある。第２に、現在稼働中のＡＰによって使用される無線リソースが酷使されて（す
なわち、稼働中のＡＰによって使用されているチャネルが混雑して）おり、一方、隣接す
るＡＰには、余分な無線リソースがある（すなわち、そのチャネルはあまり混雑していな
い）ため、ＷＴＲＵが別のＡＰによるサービスを受けることが望ましい場合がある。した
がって、ロードバランシングは、ＷＬＡＮネットワーク内で移動中のＷＴＲＵに適切な接
続ポイントを管理することであることを理解されたい。
【０００４】
　ＡＰ再選択は、ＷＴＲＵまたはネットワークのいずれかから実行され得る。ＷＴＲＵ駆
動のＡＰ再選択では、各ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがＡＰ再選択に使用する基準を決定する責
任を負う。異なるＷＴＲＵは、異なるポリシーを使用する可能性があり、これらのポリシ
ーは、システム全体によって評価される品質ではなく、１つのＷＴＲＵにおいてのみ品質
を最大にすることを目的としているため、ＷＴＲＵ駆動のＡＰ再選択は、ロードバランシ
ングに最適に働くと考えられない。しかし、ＡＰ候補からの無線接続の品質を最初に検知
するのはＷＴＲＵであるため、ＷＴＲＵ駆動のＡＰ再選択によって、最低限のシグナリン
グおよび高反応速度が可能になり、これは、ＷＴＲＵが速く移動している、または無線チ
ャネルの状態が速く変わる場合に有用である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ネットワーク駆動のＡＰ再選択では、ＡＰ再選択プロセスは、ＡＰによって制御される
。これによって、ネットワークにおけるすべてのＷＴＲＵにわたって一貫したロードバラ
ンシングポリシーが可能になり、理論的には、ロードバランシングから最大の性能ゲイン
が得られる。しかし、ネットワーク駆動のＡＰ再選択は、大量のシグナリングオーバーヘ
ッドを必要とする場合があり、必要に応じて迅速なＡＰ再選択を行うＷＴＲＵの能力を低
下させるおそれがある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　ＢＳＳ候補またはＡＰ候補のリストは、ＷＴＲＵで受信されたメディアアクセス制御（
ＭＡＣ）メッセージに含まれる。このリストは、ＢＳＳまたはＡＰの各候補の識別と、Ｂ
ＳＳまたはＡＰの候補が選択に好ましい範囲、およびＢＳＳまたはＡＰの候補が選択に考
慮されるべきではないかどうかを示す選好（ｐｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）インジケータとを含
む。ＢＳＳまたはＡＰは、リストを使用して、ＷＴＲＵによって選択される。
【０００７】
　本発明のより詳細な理解は、一例として示され、添付の図面と併せ読めば理解される以
下の説明から得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、「ＷＴＲＵ」という用語は、それだけには限定されないが、ユーザ機器（ＵＥ）
、移動局、固定式または移動式の加入者ユニット、ページャ、または無線環境で動作可能
な他の任意のタイプの装置を含む。以下で言及するとき、「ＡＰ」という用語は、それだ
けには限定されないが、Ｎｏｄｅ－Ｂ、基地局、サイトコントローラ（ｓｉｔｅ　ｃｏｎ
ｔｒｏｌｌｅｒ）、または無線環境における他の任意のタイプのインターフェース装置（
ｉｎｔｅｒｆａｃｉｎｇ　ｄｅｖｉｃｅ）を含む。
【０００９】
　本発明の特徴は、集積回路（ＩＣ）に組み込まれても良く、または相互接続する多数の
構成要素を含む回路において構成されても良い。
【００１０】
　図１は、本発明による無線通信システム１００を示す図である。無線通信システム１０
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０は、複数のＢＳＳ１０２ａ～１０２ｎを備える。各ＢＳＳ１０２ａ～１０２ｎは、それ
ぞれＡＰ１０４ａ～１０４ｎを含む。ＷＴＲＵ１０６がＡＰ１０４ａによってカバーされ
ているＢＳＳ１０２ａに加わると、ＷＴＲＵ１０６と、ＡＰ１０４ａなどのＡＰとの関連
付けが行われる。その後、ＷＴＲＵ１０６が現在関連付けられているＡＰ１０４ａから離
れる、または現在関連付けられているＡＰ１０４ａにおける無線状態が変化するのに従っ
て、ＡＰの再選択が行われる場合がある。異なるＡＰ１０４の対応範囲が重なるのである
。
【００１１】
　本発明によれば、ＡＰ再選択トリガ機能がＷＴＲＵ１０６に配置されており、ＡＰ再選
択ポリシーは、ＡＰ１０４ａ～１０４ｎによって設定される。図２は、図１の無線通信シ
ステム１００で使用されるＷＴＲＵ１０６のブロック図である。図２のＷＴＲＵ１０６は
、測定ユニット２０２およびＡＰ選択コントローラ２０４を備える。測定ユニット２０２
は、ＡＰ再選択ポリシーに従って測定を行い、ＡＰ選択コントローラ２０４は、測定結果
が新しいＡＰを再選択するためのＡＰ再選択ポリシーによって定義された条件を満たすか
どうかを決定し、そうである場合、ＷＴＲＵは、新しいＡＰへの再選択を行う。
【００１２】
　図３は、図１の無線通信システムで使用されるＡＰ１０４ａ～１０４ｎのブロック図で
ある。図３のＡＰ１０４は、少なくとも１つのＡＰ再選択ポリシーおよび／または１組の
状態遷移トリガを生成し、ＷＴＲＵ１０６に送信するＡＰ再選択ポリシーコントローラ３
０２、およびＷＴＲＵ１０６の状態（すなわち開状態（ｏｐｅｎ　ｓｔａｔｅ）または閉
状態（ｃｌｏｓｅｄ　ｓｔａｔｅ））を制御するオプションの測定ユニット３０４を有す
る。
【００１３】
　ＷＴＲＵ１０６が新しいＡＰの再選択を決定するとき、その決定は、ＡＰ１０４ａ～１
０４ｎによって生成される少なくとも１つのＡＰ再選択ポリシーに基づいて行われる。複
数の再選択ポリシーがＡＰ１０４からＷＴＲＵ１０６に送信される場合、ＡＰ１０４は、
新しいＡＰを再選択するのにどのポリシー（またはポリシーの組）を使用すべきかをＷＴ
ＲＵ１０６に信号で伝えることが好ましい。
【００１４】
　図５は、本発明による、ＷＴＲＵ５０５、古いＡＰ５１０、および新しいＡＰ５１５を
含む無線通信システムで実施されるハンドオーバープロセスのフロー図である。
【００１５】
　図５のオプションのステップ５２０で、ＷＴＲＵ５０５は、ＡＰ再選択ポリシー、トリ
ガ、および構成パラメータを古いＡＰ５１０に要求する。ステップ５２５で、古いＡＰ５
２５は、ＡＰ選択ポリシー、トリガ、および構成パラメータをＷＴＲＵ５０５に送信する
。ステップ５３０で、ＷＴＲＵ５０５は、ＡＰ再選択トリガを評価する。ステップ５３５
で、トリガが実行される。オプションで実行することができるステップ５４０で、ＷＴＲ
Ｕ５０５は、古いＡＰ５１０に、トリガ条件の発生および選択された新しいＡＰ５１５を
通知する。ステップ５４５で、ＷＴＲＵ５０５は、古いＡＰ５１０から新しいＡＰ５１５
への再関連付け手順を開始する。
【００１６】
　ＡＰ再選択ポリシーは、以下の情報、すなわち、
　１）ＷＴＲＵがＡＰ選択手順の一部として使用する必要がある測定（または測定から導
出される量）
　２）ＡＰ候補に対して行われた測定値（または測定から導出された量）が現在選択され
ているＡＰについての対応する値を上回る必要のあるマージン
　３）ＡＰ再選択が行われるまで、マージンを上回っている必要のある期間（ポリシー当
たり１期間）
　４）ＡＰ再選択プロセスにおいてＷＴＲＵが考慮しなければならないＡＰ候補のリスト
若しくは周波数チャネルのリスト、これとは逆にＷＴＲＵが考慮する必要がないＡＰ候補
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のリストまたは周波数チャネルのリスト、またはＡＰとＡＰによって推薦される関連する
優先値とのリスト（すなわち負荷など、ＡＰ当たりまたはＡＰのグループ当たりの関連す
る副情報のリスト）
　５）任意選択で、複数のポリシーが指定されている場合、ポリシーのうちのいずれかま
たはすべての条件が満たされると、ＡＰ再選択を行うかどうかの指示
　６）任意選択で、ＡＰ再選択ポリシーの有効期間（すなわち、ＡＰ再選択ポリシーの有
効期限）、および
　７）任意選択で、ＷＴＲＵが関連付けられている状態、認証されているが関連付けられ
ていない状態、または認証も関連付けもされていない状態であるとき、ＡＰ再選択ポリシ
ーが適用されるかどうかの指示
　のうちの１つまたはその組合せによって定義される。
【００１７】
　ＷＴＲＵ１０６によって行われる測定には、それだけには限定されないが、使用される
無線リソースの量を示す負荷メトリック、受信信号の品質（信号対雑音比（ＳＮＲ）、信
号対干渉雑音比（ＳＩＮＲ）、受信信号電力レベルなど）、受信信号の品質に基づいてＡ
Ｐとの間でパケットを送受信するのに達成可能な予想される瞬時データレート（ｅｘｐｅ
ｃｔｅｄ　ｉｎｓｔａｎｔａｎｅｏｕｓ）、チャネル使用率（ＣＵ）および受信信号の品
質に基づいてＡＰとの間でパケットを送受信するのに達成可能な予想される平均スループ
ット（ＥＡＴ）のうちの少なくとも１つを含む。ＣＵは、周波数チャネルにおいて無線媒
体が「ビジー」として感知される時間の割合として定義される。ＥＡＴは、次の式、ＥＡ
Ｔ＝データレート×（１－ＣＵ）によって推定することができる。
【００１８】
　負荷メトリックは、チャネルについての負荷メトリックまたはＡＰについての負荷メト
リックとすることができる。チャネルベースの負荷メトリックは、ＡＰが動作する周波数
チャネルにおいてチャネルが空いている間の時間の割合とすることができる。チャネルベ
ースの負荷メトリックは、（１－ＣＵ）に等しい。ＡＰベースの負荷メトリックは、それ
だけには限定されないが、割り振られた時間単位およびキューに入れられているパケット
の数とすることができる。
【００１９】
　マージン（すなわちヒステリシス）は、新しいＡＰを早期に再選択し、その後元のＡＰ
に戻り、ＡＰ１０４ａ～１０４ｎ間における行ったり来たりの頻繁な切替となってしまう
ことを回避するために定められる。
【００２０】
　ＷＴＲＵ１０６がすでにＡＰ１０４ａなどのＡＰに関連付けられているとき、ＷＴＲＵ
１０６は、別のＡＰ１０４ｂ～１０４ｎを再選択することを考慮している場合もあれば、
そうでない場合もある。本発明によれば、ＷＴＲＵ１０６について２つの状態、閉状態お
よび開状態が定義される。閉状態では、ＷＴＲＵ１０６は、どんなＡＰ再選択ポリシーも
適用しておらず、ＡＰの再選択を考慮しない。開状態では、ＷＴＲＵ１０６は、ＡＰ再選
択ポリシーを適用し、ＡＰ再選択ポリシーに定められている条件が満たされると、ＡＰを
再選択する。
【００２１】
　本発明の一実施形態によれば、ＷＴＲＵ１０６は、常に開状態であり、したがって常に
ＡＰ再選択ポリシーを適用する。あるいは、ある状態遷移トリガ条件が満たされると、Ｗ
ＴＲＵ１０６は、閉状態から開状態に、またはその逆に切り替わる。測定結果が事前に指
定された期間の間の対応する閾値を超える（測定の性質に応じて上回るまたは下回る）場
合、状態遷移トリガ条件が満たされる。あるいは、ＡＰ１０４ａは、ＷＴＲＵ１０６につ
いてのＡＰ１０４ａによって観察される状態遷移トリガ条件が満たされると、明示的にシ
グナリングすることによって、ＷＴＲＵ１０６（またはそのＢＳＳ内のＷＴＲＵのグルー
プ）の状態を開状態と閉状態との間で切り替えることができる。
【００２２】
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　状態遷移トリガ条件は、ＷＴＲＵ１０６、ＡＰ１０４ａ～１０４ｎ、またはその両方に
よって監視することができる。ＷＴＲＵ１０６が状態遷移トリガ条件を監視する場合、状
態遷移トリガ条件が満たされると、ＷＴＲＵ１０６は、状態を自動的に切り替える。ＡＰ
１０４ａ～１０４ｎが状態遷移トリガ条件を監視する場合、状態遷移トリガ条件が満たさ
れると、ＡＰ１０４ａ～１０４ｎは、レイヤ２（Ｌ２）またはレイヤ１（Ｌ１）のシグナ
リングによって、状態を変更するために信号をＷＴＲＵ１０６に送信する。
【００２３】
　それだけには限定されないが、以下のイベントのうちの１つが行われると、状態を切り
替えるための状態遷移トリガ条件が満たされる。以下のイベントにおいて、条件を「上回
る」および「下回る」場合、［］括弧内の条件は、開状態から閉状態に状態を変更するた
めに適用され、［］括弧外の条件は、閉状態から開状態に状態を変更するために適用され
る。これらのトリガのうちのいくつかは、ＡＰ側またはＳＴＡ側で測定することができる
。例えば、送信パケットのデータレートは、ＡＰ１０４（ダウンリンク）によって監視す
ることができる。これに基づいて、ＡＰ１０４は、ＷＴＲＵ１０６を開状態にすることを
決定することができる。ＡＰ側から測定を行うとき、これは、ＡＰ１０４がＷＴＲＵの状
態を設定する場合に適用され、ＷＴＲＵ側から測定を行うとき、ＷＴＲＵが自らその状態
を設定する場合に適用される。
【００２４】
　上述した状態遷移トリガ条件は、
　１）所定の期間の間閾値を上回る［下回る］送信パケットまたは受信パケットの誤り率
　２）ある期間の間閾値を上回る［下回る］（非競合アクセス部分（ｃｏｎｔｅｎｔｉｏ
ｎ　ｆｒｅｅ　ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｒｔｉｏｎ）において観察された、または特定のＩＥ
ＥＥ８０２．１１ｅ／無線マルチメディア（ＷＭＭ）アクセスカテゴリについて観察され
た）メディアアクセス遅延
　３）ある期間の間閾値を下回る［上回る］送信パケットのデータレート
　４）ある期間の間閾値を下回る［上回る］受信パケットのデータレート
　５）ある期間の間閾値を上回る［下回る］コンテンションウィンドウサイズ（ｃｏｎｔ
ｅｎｔｉｏｎ　ｗｉｎｄｏｗ　ｓｉｚｅ）
　６）ある期間の間閾値を上回る［下回る］チャネル占有時間
　７）ある期間の間閾値を上回る［下回る］失敗したパケット受信のレート
　８）ある期間の間閾値を下回る［上回る］現在の関連付けの受信信号の品質（受信信号
強度インジケータ（ＲＳＳＩ）、受信チャネル電力インジケータ（ＲＣＰＩ）、ＳＮＲ、
ＳＩＮＲ、または他の任意の関連の測定値など）
　９）事前に構成された、または動的に再構成された関連付け評価タイマ値（ｅｖａｌｕ
ａｔｉｏｎ　ｔｉｍｅｒ　ｖａｌｕｅ）のタイムアウト
　１０）好ましくは管理タイプの、既存のまたは新しいメディアアクセス制御（ＭＡＣ）
フレームのシグナリングビットフラグ、情報フィールド、または情報要素部分の受信、お
よび
　１１）上記の任意の組合せ
　を含み得る。
【００２５】
　閾値は、相対値または絶対値とすることができ、期間は、ビーコンフレーム送信など、
いくつかのイベントの発生に対する絶対値または相対値によって定義することができる。
【００２６】
　ＡＰ１０４ａ～１０４ｎは、ＡＰ再選択ポリシーや状態遷移トリガ条件などのＡＰ再選
択関連の情報を送信するために、ユニキャストまたはマルチキャスト／ブロードキャスト
タイプのＭＡＣシグナリングフレームをＷＴＲＵ１０６に送信する。この情報は、通常の
間隔で、ポーリングされると（すなわちＷＴＲＵ１０６がこの情報をＡＰ１０４ａ～１０
４ｎに明示的に要求すると）、特定の方法は要求されず、任意の組合せで送信することが
できる。
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【００２７】
　ＡＰ再選択関連の情報を含むＭＡＣシグナリングフレームは、関連付けられている状態
、認証されているが関連付けられていない状態、または認証も関連付けもされていない状
態であるとき、ＷＴＲＵ１０６に送信することができる。異なるＡＰ再選択ポリシーおよ
び状態遷移トリガは、ＷＴＲＵ１０６の現在の状況に応じて選択することができる。ある
いは、情報を、（管理、制御、またはデータフレーム）変更の有無にかかわらず、既存の
ＭＡＣフレームの一部分としてＷＴＲＵ１０６に送信することができる。ＡＰ再選択関連
情報は、ＭＡＣフレームのヘッダーまたはフレーム本体に情報フィールドまたは情報要素
として含むことができる。例えば、閉状態と開状態との間の切替のための状態遷移フラグ
は、ＭＡＣフレームの既存のＩＥＥＥ８０２．１１ＭＡＣプリアンブル、ヘッダーまたは
フレーム本体のうちの任意の部分における現在使用されていない予備のビット、または組
合せ値のうちの１つを使用して、ＡＰ１０４ａ～１０４ｎによって送信され得る。上記で
説明した例のほとんどはＬ２フレームに関連するが、当業者は、ＡＰを介した簡易ネット
ワーク管理プロトコル（ＳＮＭＰ）、管理情報ベース（ＭＩＢ）などに使用されるものな
ど、ＷＴＲＵと任意のネットワークエンティティとの間の上位レイヤプロトコル交換をサ
ポートするために、他の任意のタイプのフレームを使用して、本発明を実施することがで
きる。これは、明示的なシグナリングフレームではなく、プロトコル設計によって暗黙的
に達成することができる。例えば、クラス３フレームの一部分として指定されているＬＢ
フレームは、関連付けられている状態、および認証されている状態のみに適用することが
できる。
【００２８】
　図４は、本発明によるＡＰを再選択するためのプロセス４００のフロー図である。ＷＴ
ＲＵ１０６に現在関連付けられている第１のＡＰは、少なくとも１つのＡＰ再選択ポリシ
ーおよび／または１組の状態遷移トリガを生成し、ＷＴＲＵ１０６に送信する（ステップ
４０２）。ステップ４０４で、ＷＴＲＵは、閉状態であるか開状態であるかを決定する。
ステップ４０４で、ＷＴＲＵが開状態であると決定されると、ＷＴＲＵ１０６は、現在実
施中のＡＰ再選択ポリシーに従って測定を実行する（ステップ４０６）。ＡＰ再選択ポリ
シーは、上述したように、必要な測定および関連のパラメータを定義する。次いでＷＴＲ
Ｕ１０６は、測定結果がＡＰ再選択ポリシーによって定義されている条件を満たすかどう
かを決定する（ステップ４０８）。新しいＡＰについての測定結果（または測定結果から
導出された値）が、ＡＰ再選択ポリシーに定義されている期間の間マージンだけ対応する
閾値を超える（測定の性質に応じて上回るまたは下回る）場合、条件が満たされる。条件
が満たされると、ＷＴＲＵ１０６は、第２のＡＰへの再選択を行う（ステップ４１０）。
そうでない場合、現在選択されているＡＰは、維持され、プロセス４００は、ステップ４
０４に戻る。
【００２９】
　複数のＡＰ候補が、ポリシーによって定義された条件を満たす場合、ＷＴＲＵ１０６は
、その測定値が現在選択されているＡＰのものを最大量超えるＡＰを選択することができ
る。
【００３０】
　ＡＰ１０４ａ～１０４ｎは、複数のポリシーを定義することができ、ＷＴＲＵ１０６は
、任意選択で、どのＡＰに再選択すべきかを決定するために、ポリシーの組合せを使用す
ることができる。この場合、組合せの中のポリシーのうちのいずれか１つの条件が満たさ
れると、あるいは、組合せの中のすべてのポリシーの条件が満たされると、ＷＴＲＵ１０
６は、新しいＡＰを再選択すると決定することができる。好ましくは、ＡＰ１０４ａ～１
０４ｎは、新しいＡＰの再選択にどのポリシー（またはポリシーの組）を使用すべきかを
ＷＴＲＵ１０６に信号で伝送する。
【００３１】
　図６は、ＭＡＣメッセージングを使用するＷＴＲＵ６００の簡略ブロック図である。Ｍ
ＡＣ６０１は、ＭＡＣメッセージを生成するＭＡＣメッセージ生成器６０２、およびＭＡ
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Ｃメッセージを受信するＭＡＣメッセージ受信機６０３を有する。送受信機６０４は、ア
ンテナまたはアンテナアレイ６０５を使用して、生成されたＭＡＣメッセージを送信し、
ＭＡＣメッセージを受信する。
【００３２】
　図７は、ＭＡＣメッセージングを使用するＡＰ７００の簡略ブロック図である。ＭＡＣ
７０１は、ＭＡＣメッセージを生成するＭＡＣメッセージ生成器７０２、およびＭＡＣメ
ッセージを受信するＭＡＣメッセージ受信機７０３を有する。送受信機７０４は、アンテ
ナまたはアンテナアレイ７０５を使用して、生成されたＭＡＣメッセージを送信し、ＭＡ
Ｃメッセージを受信する。
【００３３】
　（実施態様）
　１．無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）ＢＳＳ選択を実行するための基本サービスセット
（ＢＳＳ）候補リストであって、各ＢＳＳ候補の識別と、前記ＢＳＳ候補が選択に好まし
い範囲、およびそのＢＳＳ候補が選択に考慮されるべきではないかどうかを示す選好イン
ジケータとを含むＢＳＳ候補リストを生成するように構成されているメディアアクセスコ
ントローラ（ＭＡＣ）と、
　前記ＢＳＳ候補リストを送信するように構成されている送受信機と
　を備えたことを特徴とする無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）アクセスポイ
ント。
【００３４】
　２．前記ＢＳＳ候補リストは、各ＢＳＳ候補の周波数チャネルを示していることを特徴
とする実施態様１に記載のＷＬＡＮアクセスポイント。
【００３５】
　３．前記ＢＳＳ候補リストは、ＢＳＳ候補ごとに、そのＢＳＳのチャネル占有時間を示
していることを特徴とする上記実施態様のいずれかに記載のＷＬＡＮアクセスポイント。
【００３６】
　４．前記送受信機は、前記ＢＳＳ候補リストに関連付けられている有効期限を送信する
ように構成されていることを特徴とする上記実施態様のいずれかに記載のＷＬＡＮアクセ
スポイント。
【００３７】
　５．前記ＢＳＳ候補リストは、ＭＡＣフレームの本体で送信されることを特徴とする上
記実施態様のいずれかに記載のＷＬＡＮアクセスポイント。
【００３８】
　６．前記送受信機は、前記ＢＳＳ候補リストの要求を受信するように構成されており、
前記ＢＳＳ候補リストは、前記受信された要求に応答して送信されることを特徴とする上
記実施態様のいずれかに記載のＷＬＡＮアクセスポイント。
【００３９】
　７．無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）ＡＰ選択を実行するためのＡＰ候補リストであっ
て、各ＡＰの識別と、前記ＡＰ候補が選択に好ましい範囲、および前記ＡＰ候補が選択に
考慮されるべきではないかどうかを示す選好インジケータとを含むＡＰ候補リストを有す
るＭＡＣメッセージを生成するように構成されているメディアアクセスコントローラ（Ｍ
ＡＣ）メッセージ生成器と、
　前記ＭＡＣメッセージを送信するように構成されている送受信機と
　を備えたことを特徴とするＩＥＥＥ８０２．１１アクセスポイント（ＡＰ）。
【００４０】
　８．前記ＡＰ候補リストは、各ＡＰ候補の周波数チャネルを示していることを特徴とす
る実施態様７に記載のＩＥＥＥ８０２．１１ＡＰ。
【００４１】
　９．前記ＡＰ候補リストは、ＡＰ候補ごとに、そのＡＰのチャネル占有時間を示してい
ることを特徴とする実施態様７に記載のＩＥＥＥ８０２．１１ＡＰ。
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【００４２】
　１０．前記送受信機は、前記ＢＳＳ候補リストに関連付けられている有効期限を送信す
るように構成されていることを特徴とする上記実施態様のいずれかに記載のＩＥＥＥ８０
２．１１ＡＰ。
【００４３】
　１１．前記ＡＰ候補リストは、ＭＡＣフレームの本体で送信されることを特徴とする上
記実施態様のいずれかに記載のＩＥＥＥ８０２．１１ＡＰ。
【００４４】
　１２．前記送受信機は、前記ＡＰ候補リストの要求を受信するように構成されており、
前記ＭＡＣメッセージは、前記受信された要求に応答して送信されることを特徴とする上
記実施態様のいずれかに記載のＩＥＥＥ８０２．１１ＡＰ。
【００４５】
　１３．基本サービスセット（ＢＳＳ）候補のリストを受信するように構成されている送
受信機と、
　ＢＳＳ選択を実行するためのＢＳＳ候補リストであって、各ＢＳＳ候補の識別と、前記
ＢＳＳ候補が選択に好ましい範囲、および前記ＢＳＳ候補が選択に考慮されるべきではな
いかどうかを示す選好インジケータとを含むＢＳＳ候補リストを受信するように構成され
ているメディアアクセスコントローラ（ＭＡＣ）と
　を備えたことを特徴とする無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）無線送受信ユ
ニット（ＷＴＲＵ）。
【００４６】
　１４．前記ＢＳＳ候補リストは、各ＢＳＳ候補の周波数チャネルを示していることを特
徴とする実施態様１３に記載のＷＬＡＮ　ＷＴＲＵ。
【００４７】
　１５．前記ＢＳＳ候補リストは、ＢＳＳ候補ごとに、そのＢＳＳのチャネル占有時間を
示していることを特徴とする実施態様１３に記載のＷＬＡＮ　ＷＴＲＵ。
【００４８】
　１６．前記送受信機は、前記ＢＳＳ候補リストに関連付けられている有効期限を受信す
るように構成されていることを特徴とする上記実施態様のいずれかに記載のＷＬＡＮ　Ｗ
ＴＲＵ。
【００４９】
　１７．前記ＢＳＳ候補リストは、ＭＡＣフレームの本体で受信されることを特徴とする
上記実施態様のいずれかに記載のＷＬＡＮ　ＷＴＲＵ。
【００５０】
　１８．前記送受信機は、前記ＢＳＳ候補リストの要求を送信するように構成されており
、前記ＢＳＳ候補リストは、前記送信された要求に応答して受信されることを特徴とする
上記実施態様のいずれかに記載のＷＬＡＮ　ＷＴＲＵ。
【００５１】
　１９．メディアアクセス制御（ＭＡＣ）メッセージを受信するように構成されている送
受信機と、
　アクセスポイント（ＡＰ）選択を実行するためのアクセスポイント（ＡＰ）候補のリス
トであって、各ＡＰの識別と、前記ＡＰ候補が選択に好ましい範囲、および前記ＡＰ候補
が選択に考慮されるべきではないかどうかを示す選好インジケータとを含むＡＰ候補リス
トを有するＭＡＣメッセージを受信するように構成されているＭＡＣメッセージ受信機と
　を備えたことを特徴とするＩＥＥＥ８０２．１１局。
【００５２】
　２０．前記ＡＰ候補リストは、各ＡＰ候補の周波数チャネルを示していることを特徴と
する実施態様１９に記載のＩＥＥＥ８０２．１１局。
【００５３】
　２１．前記ＡＰ候補リストは、ＡＰ候補ごとに、そのＡＰのチャネル占有時間を示して
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いることを特徴とする実施態様１９に記載のＩＥＥＥ８０２．１１局。
【００５４】
　２２．前記送受信機は、前記ＡＰ候補リストに関連付けられている有効期限を受信する
ように構成されていることを特徴とする上記実施態様のいずれかに記載のＩＥＥＥ８０２
．１１局。
【００５５】
　２３．前記ＡＰ候補リストは、ＭＡＣフレームの本体で受信されることを特徴とする上
記実施態様のいずれかに記載のＩＥＥＥ８０２．１１局。
【００５６】
　２４．前記送受信機は、前記ＡＰ候補リストの要求を送信するように構成されており、
前記ＭＡＣメッセージは、前記送信された要求に応答して受信されることを特徴とする上
記実施態様のいずれかに記載のＩＥＥＥ８０２．１１局。
【００５７】
　２５．無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）でメディアアクセス制御（ＭＡＣ）メッセージ
内の基本サービスセット（ＢＳＳ）候補リストであって、各ＢＳＳ候補の識別と、前記Ｂ
ＳＳ候補が選択に好ましい範囲、およびそのＢＳＳ候補が選択に考慮されるべきではない
かどうかを示す選好インジケータとを含むＢＳＳ候補リストを受信するステップと、
　前記ＢＳＳ候補リストを使用して、前記ＷＴＲＵによってＢＳＳを選択するステップと
　を備えたことを特徴とする無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）で使用する方
法。
【００５８】
　２６．前記ＢＳＳ候補リストは、各ＢＳＳ候補の周波数チャネルを示していることを特
徴とする実施態様２５に記載の方法。
【００５９】
　２７．前記ＢＳＳ候補リストは、ＢＳＳ候補ごとに、そのＢＳＳのチャネル占有時間を
示していることを特徴とする実施態様２５に記載の方法。
【００６０】
　２８．前記ＷＴＲＵによって前記ＢＳＳ候補リストに関連付けられている有効期限を受
信するステップをさらに備えたことを特徴とする上記実施態様のいずれかに記載の方法。
【００６１】
　２９．前記ＢＳＳ候補リストは、ＭＡＣフレームの本体で受信されることを特徴とする
上記実施態様のいずれかに記載の方法。
【００６２】
　３０．前記ＢＳＳ候補リストの要求を送信するステップをさらに備え、前記ＢＳＳ候補
リストは、前記送信された要求に応答して受信されることを特徴とする上記実施態様のい
ずれかに記載の方法。
【００６３】
　３１．複数のアクセスポイント（ＡＰ）、および前記ＡＰのうちの第１のＡＰに現在関
連付けられている無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）を含む無線通信システムにおいて、前
記ＷＴＲＵに関連付けられるべき前記ＡＰのうちの第２のＡＰを再選択する方法であって
、
　（ａ）前記第１のＡＰは、ＷＴＲＵに少なくとも１つのＡＰ再選択ポリシーを送信する
ステップと、
　（ｂ）前記ＷＴＲＵが開状態で動作している場合、前記ＷＴＲＵは、前記ＡＰ再選択ポ
リシーに従って測定を実行するステップと、
　（ｃ）前記ＷＴＲＵは、前記測定の結果が前記第２のＡＰを再選択するための前記ＡＰ
再選択ポリシーによって定義された条件を満たすかどうかを決定するステップと、
　（ｄ）前記ＷＴＲＵは、前記ステップ（ｃ）での決定が正である場合、前記第２のＡＰ
の再選択を実行するステップと
　を備えたことを特徴とする方法。
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【００６４】
　３２．前記ＡＰ再選択ポリシーは、測定を行うこと、前記第２のＡＰについての前記測
定の値が、前記第１のＡＰについての対応する値を上回る必要のあるマージン、および前
記第２のＡＰの再選択が行われるまで、前記マージンを上回っている必要のある期間を必
要とすることを特徴とする実施態様３１に記載の方法。
【００６５】
　３３．前記ＡＰ再選択ポリシーは、再選択を行う対象のＡＰ候補のリスト、および前記
ＡＰ候補が動作する周波数チャネルのリストのうちの少なくとも１つを含むことを特徴と
する実施態様３２に記載の方法。
【００６６】
　３４．前記ＡＰ再選択ポリシーは、前記ＷＴＲＵが関連付けられている状態、認証され
ているが関連付けられていない状態、または認証されておらず関連付けられていない状態
であるとき、前記ＡＰ再選択ポリシーが適用されるかどうかを指定することを特徴とする
実施態様３２に記載の方法。
【００６７】
　３５．前記測定には、使用される無線リソースの量を示す負荷メトリック、受信信号電
力レベル、信号対雑音比（ＳＮＲ）、信号対干渉比（ＳＩＲ）、予想される瞬時データレ
ート、および予想される平均スループットのうちの少なくとも１つが含まれることを特徴
とする実施態様３２に記載の方法。
【００６８】
　３６．前記負荷メトリックは、チャネルについての負荷メトリック、およびＡＰについ
ての負荷メトリックのうちの少なくとも１つに基づくことを特徴とする実施態様３５に記
載の方法。
【００６９】
　３７．前記ＷＴＲＵは、少なくとも２つのＡＰ再選択ポリシーを組み合わせて使用する
ことを特徴とする上記実施態様のいずれかに記載の方法。
【００７０】
　３８．前記ＷＴＲＵには、少なくとも２つのＡＰ再選択ポリシーが送信され、前記ＡＰ
は、前記ポリシーのうちのいずれかまたはすべての条件が満たされると、前記再選択が行
われるかどうかを指定することを特徴とする上記実施態様のいずれかに記載の方法。
【００７１】
　３９．前記ＡＰ再選択ポリシーは、前記ＡＰ再選択ポリシーについての有効期間を含む
ことを特徴とする上記実施態様のいずれかに記載の方法。
【００７２】
　４０．前記ＷＴＲＵは、開状態または閉状態のいずれかで動作し、前記開状態で動作し
ているときのみ、前記ＡＰ再選択ポリシーに従って前記測定を実行することを特徴とする
上記実施態様のいずれかに記載の方法。
【００７３】
　４１．ステップ（ｃ）および（ｄ）は、前記ＷＴＲＵが閉状態で動作している場合、実
行されないことを特徴とする実施態様４０に記載の方法。
【００７４】
　４２．前記ＷＴＲＵの状態は、トリガ条件が満たされると、前記開状態と前記閉状態と
の間で切り替えられることを特徴とする実施態様４０に記載の方法。
【００７５】
　４３．前記トリガ条件は、前記ＷＴＲＵまたは前記第１のＡＰによって監視されること
を特徴とする実施態様４２に記載の方法。
【００７６】
　４４．前記トリガ条件は、誤り率、メディアアクセス遅延、受信パケットのデータレー
ト、送信パケットのデータレート、コンテンションウィンドウサイズ、チャネル占有時間
、失敗したパケット受信のレート、受信信号強度インジケータ、受信信号コード電力、信
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号対雑音比（ＳＮＲ）、および信号対干渉比（ＳＩＲ）のうちの少なくとも１つが所定の
期間の間に対応する閾値に到達したときに満たされることを特徴とする実施態様４２に記
載の方法。
【００７７】
　４５．前記ＡＰは、前記トリガ条件を検出し、信号を前記ＷＴＲＵに送信し、それによ
って前記ＷＴＲＵの状態が前記信号に従って切り替えられることを特徴とする実施態様４
４に記載の方法。
【００７８】
　４６．前記信号は、物理層またはメディアアクセス制御（ＭＡＣ）層を介して送信され
ることを特徴とする実施態様４５に記載の方法。
【００７９】
　４７．前記ＡＰ再選択ポリシーは、前記ＡＰの前記ＷＴＲＵからの要求の受信に応答し
て前記ＷＴＲＵに送信されることを特徴とする上記実施態様のいずれかに記載の方法。
【００８０】
　４８．前記ＷＴＲＵは、前記第１のＡＰに、前記第２のＡＰの再選択を通知することを
特徴とする上記実施態様のいずれかに記載の方法。
【００８１】
　４９．最初に選択されたＡＰに現在関連付けられている無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ
）との関連付けのために、アクセスポイント（ＡＰ）候補を再選択する無線通信システム
であって、
　少なくとも１つのＡＰ再選択ポリシーを確立し、前記ＷＴＲＵに送信するＡＰ再選択ポ
リシーコントローラを各々含む複数のＡＰを備え、
　前記ＷＴＲＵは、
　　前記ＷＴＲＵが開状態で動作しているときに前記ＡＰ再選択ポリシーに従って測定を
行う測定ユニットと、
　　前記測定の結果が前記ＷＴＲＵに関連付けられるべき前記ＡＰ候補を再選択するため
の前記ＡＰ再選択ポリシーによって定義された条件を満たすかどうかを決定するＡＰ選択
コントローラであって、それによって、前記ＡＰ再選択ポリシーで定義された前記条件が
満たされる場合、前記ＷＴＲＵが前記ＡＰ候補の再選択を行う、ＡＰ選択コントローラと
　を含むことを特徴とする無線通信システム。
【００８２】
　５０．前記ＡＰ再選択ポリシーは、行うべき測定、前記ＡＰ候補についての前記測定の
値が、前記最初に選択されたＡＰについての対応する値を上回る必要のあるマージン、お
よび前記ＡＰ候補の再選択が行われるまで、前記マージンを上回っている必要のある期間
を要求することを特徴とする実施態様４９に記載のシステム。
【００８３】
　５１．前記ＡＰ再選択ポリシーは、再選択を行う対象のＡＰ候補のリスト、および前記
ＡＰ候補が動作する周波数チャネルのリストのうちの少なくとも１つをさらに含むことを
特徴とする実施態様５０に記載のシステム。
【００８４】
　５２．前記ＡＰ再選択ポリシーは、前記ＷＴＲＵが関連付けられている状態、認証され
ているが関連付けられていない状態、または認証されておらず関連付けられていない状態
であるとき、前記ＡＰ再選択ポリシーが適用されるかどうかを指定することを特徴とする
実施態様５０に記載のシステム。
【００８５】
　５３．前記測定には、使用される無線リソースの量を示す負荷メトリック、受信信号電
力レベル、信号対雑音比（ＳＮＲ）、信号対干渉比（ＳＩＲ）、予想される瞬時データレ
ート、および予想される平均スループットのうちの少なくとも１つが含まれることを特徴
とする実施態様５０に記載のシステム。
【００８６】
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　５４．前記負荷メトリックは、チャネルについての負荷メトリック、およびＡＰについ
ての負荷メトリックのうちの少なくとも１つに基づくことを特徴とする実施態様５３に記
載のシステム。
【００８７】
　５５．前記ＷＴＲＵは、少なくとも２つのＡＰ再選択ポリシーを組み合わせて使用する
ことを特徴とする上記実施態様のいずれかに記載のシステム。
【００８８】
　５６．前記ＷＴＲＵには、少なくとも２つのＡＰ再選択ポリシーが送信され、前記ＡＰ
は、前記ポリシーのうちのいずれかまたはすべての条件が満たされると、前記再選択が行
われるかどうかを指定することを特徴とする上記実施態様のいずれかに記載のシステム。
【００８９】
　５７．前記ＡＰ再選択ポリシーは、前記ＡＰ再選択ポリシーについての有効期間を含む
ことを特徴とする上記実施態様のいずれかに記載のシステム。
【００９０】
　５８．前記ＷＴＲＵは、開状態または閉状態のいずれかで動作し、前記開状態で動作し
ているときのみ、前記ＡＰ再選択ポリシーに従って前記測定を実行することを特徴とする
上記実施態様のいずれかに記載のシステム。
【００９１】
　５９．前記測定ユニットおよび前記ＡＰ選択コントローラは、前記ＷＴＲＵが閉状態で
動作しているときに起動されないことを特徴とする実施態様５８に記載のシステム。
【００９２】
　６０．前記ＷＴＲＵの前記状態は、トリガ条件が満たされると、前記開状態と前記閉状
態との間で切り替えられることを特徴とする実施態様５８に記載のシステム。
【００９３】
　６１．前記ＷＴＲＵおよび前記ＡＰは、前記トリガ条件の発生を監視することを特徴と
する実施態様６０に記載のシステム。
【００９４】
　６２．前記トリガ条件は、誤り率、メディアアクセス遅延、受信パケットのデータレー
ト、送信パケットのデータレート、コンテンションウィンドウサイズ、チャネル占有時間
、失敗したパケット受信のレート、受信信号強度インジケータ、受信信号コード電力、信
号対雑音比（ＳＮＲ）、および信号対干渉比（ＳＩＲ）のうちの少なくとも１つが所定の
期間の間に対応する閾値に到達したときに満たされることを特徴とする実施態様６０に記
載のシステム。
【００９５】
　６３．前記ＡＰは、前記トリガ条件を検出し、信号を前記ＷＴＲＵに送信し、それによ
って前記ＷＴＲＵの状態が前記信号に従って切り替えられることを特徴とする実施態様６
２に記載のシステム。
【００９６】
　６４．前記信号は、物理層またはメディアアクセス制御（ＭＡＣ）層を介して送信され
ることを特徴とする実施態様６３に記載のシステム。
【００９７】
　６５．前記ＡＰ再選択ポリシーは、前記ＡＰの前記ＷＴＲＵからの要求の受信に応答し
て前記ＷＴＲＵに送信されることを特徴とする上記実施態様のいずれかに記載のシステム
。
【００９８】
　６６．前記ＷＴＲＵは、前記最初に選択されたＡＰに、前記ＡＰ候補の再選択を通知す
ることを特徴とする上記実施態様のいずれかに記載のシステム。
【００９９】
　６７．複数のアクセスポイント（ＡＰ）、および前記ＡＰのうちの第１のＡＰに現在関
連付けられている無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）を含む無線通信システムにおいて、前
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記ＷＴＲＵに関連付けられるべき前記ＡＰのうちの第２のＡＰを再選択する方法であって
、
　（ａ）前記ＷＴＲＵが、ＡＰ再選択ポリシー、トリガ、および構成パラメータを前記第
１のＡＰに要求するステップと、
　（ｂ）前記第１のＡＰが、ＡＰ再選択ポリシー、トリガ、および構成パラメータを前記
ＷＴＲＵに送信するステップと、
　（ｃ）前記ＷＴＲＵが、前記ＡＰ再選択トリガを評価するステップと、
　（ｄ）前記ＷＴＲＵが、前記第１のＡＰに、トリガ条件の発生、および前記第２のＡＰ
に関する識別情報を通知するステップと、
　（ｅ）前記ＷＴＲＵを前記第２のＡＰに再度関連付けるステップと
　を備えたことを特徴とする方法。
【０１００】
　６８．（ａ）第１のアクセスポイント（ＡＰ）と、
　（ｂ）第２のＡＰと、
　（ｂ）前記第１のＡＰに現在関連付けられている無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）を備
え、前記ＷＴＲＵはＡＰ再選択ポリシー、トリガ、および構成パラメータを前記第１のＡ
Ｐに要求し、前記第１のＡＰはＡＰ再選択ポリシー、トリガ、および構成パラメータを前
記ＷＴＲＵに送信し、前記ＷＴＲＵは前記ＡＰ再選択トリガを評価し、前記第１のＡＰに
、トリガ条件の発生、および前記第２のＡＰに関する識別情報を通知して、前記第２のＡ
Ｐに再度関連付けられることを特徴とする無線通信システム。
【０１０１】
　６９．基本サービスセット（ＢＳＳ）候補リストを受信するように構成されている送受
信機（ＷＴＲＵ）であって、
　前記ＢＳＳ候補リストから選択されたＢＳＳにローミングする送受信機
　を備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【０１０２】
　７０．前記ＢＳＳ候補リストは、各ＢＳＳ候補の識別と、前記ＢＳＳ候補が選択に好ま
しい範囲、および前記ＢＳＳ候補が選択に考慮されるべきではないかどうかを示す選好イ
ンジケータとを含むことを特徴とする実施態様６９に記載のＷＴＲＵ。
【０１０３】
　７１．前記ＢＳＳ候補リストは、各ＢＳＳ候補の周波数チャネルを示していることを特
徴とする実施態様６９に記載のＷＴＲＵ。
【０１０４】
　７２．前記ＢＳＳ候補リストは、ＢＳＳ候補ごとに、そのＢＳＳのチャネル占有時間を
示していることを特徴とする実施態様６９に記載のＷＴＲＵ。
【０１０５】
　７３．前記送受信機は、前記ＢＳＳ候補リストに関連付けられている有効期限を送信す
るように構成されていることを特徴とする上記実施態様のいずれかに記載のＷＴＲＵ。
【０１０６】
　７４．前記ＢＳＳ候補リストは、ＭＡＣフレームの本体で送信されることを特徴とする
上記実施態様のいずれかに記載のＷＴＲＵ。
【０１０７】
　７５．前記送受信機は、前記ＢＳＳ候補リストの要求を受信するように構成されており
、前記ＢＳＳ候補リストは、前記受信された要求に応答して送信されることを特徴とする
上記実施態様のいずれかに記載のＷＴＲＵ。
【０１０８】
　本発明の特徴および要素は、好ましい実施態様に特定の組合せで記載されているが、各
特徴または要素は、好ましい実施態様の他の特徴および要素無しに単独で使用されても良
く、または本発明の他の特徴および要素の有無にかかわらず、様々な組合せで使用されて
も良い。
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【図面の簡単な説明】
【０１０９】
【図１】本発明による無線通信システムを示す図である。
【図２】図１のシステムで使用されるＷＴＲＵのブロック図である。
【図３】図１のシステムで使用されるＡＰのブロック図である。
【図４】本発明によるＡＰを再選択するためのプロセスを示すフロー図である。
【図５】本発明によるハンドオーバープロセスを示すフロー図である。
【図６】ＭＡＣメッセージングを使用するＷＴＲＵ６００を示す簡略ブロック図である。
【図７】ＭＡＣメッセージングを使用するＡＰ７００を示す簡略ブロック図である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】
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